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INTRODUCTION

ユネスコ無形文化遺産に登録された
文化としての「和食WASHOKU」

日本の伝統的食文化である「和食」が、ユネスコの無形文化遺産に登録されま
した。豊かで多様な恵みをもたらす自然に育まれてきた日本独自の食文化は、
料理や加工技術、調理法、道具、器、季節感の演出など、さまざまな要素から成
り立っています。家族や地域での食事の場は、人と人をつなぐ要の役割を持ち、
また、米を中心に自然の恵みをふんだんに使い、一汁三菜を基本とする献立は、
栄養バランスに優れた健康的な食習慣をもたらしました。また、特別な“ハレの
日”に健康や長寿への願いを込めることや、季節感を演出し、客をもてなす食の
空間も「和食」ならではです。自然環境が地域によって大きく異なることによっ
て地域ごとの多様性が生まれ、伝統野菜をはじめとする食材、発酵食品、郷土
料理が継承されてきました。
 「和食」はいま世界からも注目をあつめる文化となり、今回の登録を機にその動
きはさらに加速することが予想されます。
しかし、一方で、日本の食生活の変化を見ると、日本人にとっては“岐路”の時代
と言えるのではないでしょうか。伝統的な食の風景は、現代の日本人にとってあ
たりまえに存在する文化ではなくなり、危うい存在となっているのもひとつの事
実です。
食文化は、地域活性化と伝統文化の継承を両立させる可能性を秘めています。
農業、漁業、飲食業、酒づくり、食品加工、地域活動、祭り、伝統行事などを大切
な文化資産と捉えて、地域活性化に取り組み、その中で日本の伝統的な食文
化が継承されるという事例も数多くあります。
食を中心に地域活性化を実践するには、プロジェクト化できない、取り組んでい
てもうまくいかない、いつのまにか地域産業や文化継承をないがしろにしたまま
プロジェクト化していたなど難しさや落とし穴もあります。
こうした課題を乗り越え、それぞれの地域の人々が自分たちの食文化を見直し、
生かしながら、新しい地域活性化の可能性を探る。これが「日本食文化ナビ」が
生まれた理由です。

地域活性化には、どの地域でも通用する単一の方法はありません。「日本食文
化ナビ」は“これをやれば地域活性化が叶う！”というマニュアルではなく、“ど
のような視点が必要か”を示すナビゲーションです。
「NOTE」（P6参照）と「BOOK」（本書）の二つからなり、これらを有効活用する
ことで、取り組む地域全体に気づきが与えられ、食文化による地域活性化が前
進することを願っています。

…こんなことにならないように、早速「日本食文化ナビ」を活用してみましょう！！

はじめに

Ａ町のカレープロジェクト
「おもしろいアイデアだけど・・・」

「インパクト重視で、
地域食文化ないがしろ」型
Ａ町は、山と海に囲まれた風光明媚な土地で、
小さな温泉地が有名。
温泉の新たな名物として、商工会の青年メン
バーが中心になり、温泉が噴出しているように
盛り付けを工夫したカレーを開発。“カレーの
まち”として地域活性化に取り組むことに。
取り組み当初は、目新しさもあり、多くのマスコ
ミで取り上げられ、人気メニューに。
しかし、カレーは元々名物でもなく、原材料は
コスト重視のために地域外から調達するなど、
カレー自体へのこだわりはない。

NG 
POINT

□ 地域の食文化と無関係　
□ 食材や調達方法への
　 こだわりはなし

「日本食文化ナビ」の目的とは

この「日本食文化ナビ」は、地域の食文化を活用して地域を元気にしようと思っ
ている方を対象に作られました。コミュニティのリーダー、６次産業化に取り組
む方、商工会の方、行政の方など、これから取り組みをはじめる方、壁に突き当
たっている方に利用していただければと考えています。

突然ですが、みなさんの地域の取り組みは、こんなことになっていませんか？？

B市の地元野菜を使ったピクルス
「せっかくいい素材を使ってるのに・・・」

「素材は地元産なのに、
加工はおまかせ外部委託」型
B市は、地域活性化の一環で、地元のこだわり
野菜を使ったピクルスを作ることに。
地元の農家とJAがプロジェクトチームを結成
し、意見を出し合ったところ、季節ごとに旬の野
菜を持ち寄り、原料とすることに。
しかし、地域内の加工業者ではなく、B市となん
の由縁もない外部の加工業者に委託。
商品のコンセプトやパッケージデザインも含め
て外部に依存しており、商品開発のストーリー
などを伝えなかったため、季節ごとの野菜を
使っているという商品のアピールポイントをＰ
Ｒできず。

NG 
POINT

□ 地域で高付加価値化を追求
　 できていない　
□ 原材料はこだわりポイントの
　 見える化ができていない
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「日本食文化ナビ」の使い方

HOW TO USE

「日本食文化ナビ」は「NOTE」と「BOOK」を連携して使います
「日本食文化ナビ」には、地域活性化に関わる方が自分で書き込む（または、取り組みを
行っているメンバーとの検討のテーマとして議論をし、書き込む）ことで、気づきを目指す
「NOTE」と、さまざまな地域の実践事例を知りたい項目別に読むことができる「BOOK」
があります。
本書は、そのうちの「BOOK」です。

日本食文化ナビ

「６つの視点」によるチェックシートで自己診断
「食」を活用して地域を元気にしようと思っている方、すでに活動を行っている方が自己診断を
行うために、さまざまな事例を分析して得られたのが「６つの視点」です。この６つの視点を更
に詳しく細分化し、26項目からなるチェックシートを作りました。これから取り組みを始める、ま
たはさらにステップアップするにあたり、自分たちの地域で、よく取り組んでいる点、まだまだ努
力が必要な点、今まで意識していなかった点など、一度俯瞰的に見てみましょう。チェックシー
トは「NOTE」をお使いください。（下記からダウンロードしてください）

食文化を活用した地域活性化のナビゲーション チェックシート
「日本食文化ナビ NOTE」

http://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/vitalization

食文化　地域活性化

NOTE

第２部では視点別にウィークポイントを補うアイデアを
「NOTE」を活用し、自己診断ができたら、次はウィークポイントを解決する段階となりま
す。これまで取り組みを行ってきたさまざまな地域の事例から、具体的にどのような取り
組みが功を奏したか、どうやって解決したかのヒントを見つけましょう。机上の空論では
なく、実際の現場で得られている体験からこそ得られる気づきやヒントがあるはずです。
第2部は「６つの視点と26のチェックポイント」別に地域の事例を紹介しています。
「NOTE」で自己診断して、見つかった課題や、書き込みが難しかったチェックポイントなど
があれば、その項目の事例をご覧いただき、ヒントやアイデアを得てください。

第３部では座談会より食文化と地域活性化への向き合い方を
「日本食文化ナビ」の監修を務めた検討委員5名の方に「食文化を活用した地域活性化
のあるべき姿や向き合い方」をアドバイスいただきました。食文化や日本全国の地域活
性化の事例を知る専門家のコメントを、今後の参考にしていただければと思います。

気になるところから読み始めて下さい
このように、①地域の実践ストーリー②視点別実践ヒント集③専門家の座談会という
構成になっていますが、必ずしも最初からすべてこの順番で読み進めなくてはいけない
というわけではありません。気になるチェック項目のヒント集だけ読んでみるというので
も、いろいろな気づきがあると思います。地域の事例集や座談会から読んでみるというの
でも新しい発想が生まれるはずです。お使いになる方が、使いやすい方法で本書をご利
用いただければと思います。

第1部では地域の実践を総合的に見てみましょう
本書「BOOK」の第1部では国内15地域、海外5地域の実践を紹介しています。地域の
取り組みの内容やプロセス、課題克服の方法を総合的に理解するためのものです。地域
にある食文化を活性化の種にして、どのような気づきや育成、課題克服があったのかを
読むことで、自分たちの実践に役立つ視点や実践法を見つけてください。

BOOK
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